
ノロウイルスにご注意を！

《編集後記》活躍する薬剤師を紹介しています。今後も様々な事業を企画してまいり
ます。ご要望などございましたら、下記の事務局までご連絡お願いいたします。
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●点眼薬のおはなし…神奈川県病院薬剤師会　個人賛助会員　久保田 貴子
●病院薬剤師の注射薬業務…川崎社会保険病院　榊田 晴美
●ノロウイルスにご注意を！…けいゆう病院　薬局　林 誠一

＜表紙写真＞ 鶴巻温泉病院　薬剤科　姜 元美
当院には緩和ケア病棟が25床開設されています。緩和ケア病棟では患者さんの負担にならない、体や気持
ちの辛さを和らげる治療を行っています。薬剤師は患者さんの苦痛を和らげるためにお話を伺い、患者さ
んやご家族が納得した上で不安なく安全に治療に参加できるためのアドバイスや指導を行います。また、
処方のチェック・特殊製剤への対応・薬物治療モニタリングの実施や安全に治療を行うためのアドバイ
ス・薬物適正使用のための情報提供等も行っています。

緩和ケアにおける相互チェック
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　「ノロウイルス」という名前を報道等でも耳にしたことのある方は多いと思います。こ
のノロウイルスによる「感染性胃腸炎」や「食中毒」は一年を通して発生していますが、11
月くらいから発生件数が増加し始め、12月から翌1月にかけて、特に冬季が発生のピーク
になる傾向があります。

　ノロウイルスは手指や食品などを介して、口から感染、人の腸管で増殖し、潜伏期間（感
染から発症まで）は24 ～ 48時間で、主な症状として吐き気、嘔吐、腹痛、下痢などを起
こします。発熱は比較的軽度なことが多く、健康な方は軽症で1～ 2日くらいで回復しま
すが、子どもやお年寄りなどでは重症化したり、嘔吐物を誤って気道に詰まらせて死亡す
ることもあります。

　現在、このノロウイルスに効果のあるワクチンや抗ウイルス剤はありません。このため、
治療は通常、対症療法が行われます。特に、体力の弱い乳幼児、
高齢者は、脱水症状を起こしたり、体力を消耗したりしない
ように、水分と栄養の補給を充分に行う必要があります。最
近では「厚生労働省許可・個別評価型・病者用食品」と明記
された経口補水イオン飲料も販売されています。脱水症状が
ひどい場合には、病院で輸液による治療などが必要になるこ
ともあります。また無理に下痢止めの薬を飲むことは、症状
の回復を遅らせることがあるので使用しないことが望ましいでしょう。

　治療薬がありませんので予防対策が重要になってきます。集団感染を防ぐ意味でも、意
識を持って、皆様のまわりの方々と一緒に行うことが大切です。

（1） 食事の前やトイレの後などには、必ず手を洗いましょう。
（2） 下痢や嘔吐等の症状がある方は、食品を直接取り扱う作業をしないようにしましょう。
（3） 胃腸炎患者に接する方は、患者の糞便や嘔吐物を適切に処理、消毒を行い、感染を広
　　げないようにしましょう。

＊消毒が必要な場合は、次亜塩素酸ナトリウム（塩素系消毒薬）を使用して下さい。

けいゆう病院　薬局　林　誠一
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